
No. 207

26 -1st- 11
21 -2nd- 14
5 -3rd- 13

15 -4th- 14
-OT1-

-OT2-

-OT3-

S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F NO. S PTS 3P 2P FT
* 7 0 3 1 1 4 * 8 0 3 2
* 18 0 7 4 3 5 * 17 3 4 0
* 11 1 4 0 1 6 * 11 1 4 0

2 0 0 2 0 7 * 7 0 3 1
* 17 3 4 0 1 8 * 9 1 3 0
* 4 0 2 0 1 9 0 0 0 0

0 0 0 0 0 10 - - - -
0 0 0 0 0 11 - - - -
0 0 0 0 0 12 - - - -
2 0 1 0 0 13 - - - -
0 0 0 0 1 14 - - - -
0 0 0 0 1 15 - - - -
4 0 2 0 1 16 - - - -
0 0 0 0 0 17 - - - -
2 0 1 0 0 18 - - - -
          
          
          
          
          

0
67 4 24 7 10 52 5 17 3

S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール

-

 伊藤 希良々 2

0
-
-

4 下野 紗彩花
 江田 琴乃
 児島 志穂乃
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-

-

-
-

-
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 惣福　 明日香

 江間 日和

 鈴木 千裕
 藤沼 珠奈
 新美 里沙

8
9

10

 

12
13
14

 

 加藤 愛梨

 佐藤 ほなみ

期　　　日： 2017(H29)年8月9日 (水)

開始時間： 10:50
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相模女子中はハーフコートDef、小山三中はオールコートマンツーマンDefでスタート。相模女子中
はインサイドを効果的に使いながら早いパス回しで敵を揺さぶり、スターター全員が万遍なく得点し
ていく。小山三中はドリブルから敵を切り崩そうとするがなかなか割って入れない苦しい展開。Def
で奮闘するも相模女子中の攻撃力の前にファウルがかさんでしまう。２６－１１、相模女子リードで
第１P終了。　第２P、両チームともにオールコートDefで激しく守る。相模女子中は中と外をうまく使
いながら＃５松﨑のポストプレーや＃８佐藤のジャンパーを中心に加点する。小山三中はリバウン
ドから速攻で得点を試みるも、相模女子中の早い戻りになかなか得点できない。ルーズボールを
頑張るも得点に繋がらず苦しむ。＃５茂垣の３Pやミドルシュートで反撃するも点差を広げられ、４７
－２５、相模女子リードで前半終了。　第３Pは完全に小山三中のペース。激しい守備から活路を見
いだし、相模女子中の得点をわずか５点に抑える。攻めては高さにも屈することなく積極的にアタッ
クを仕掛け、特定選手に偏ることなく全員が得点する。相模女子中は＃５松﨑を攻略され攻撃のリ
ズムが狂う。シュートが単発となり、打ったシュートもリングに嫌われる。小山三中が追い上げて第
３Pは５２－３８で終了。　第４P、追い上げたい小山三中はシュートが入らず２分間無得点。たまら
ずタイムアウトを取るが、第３Pの勢いは取り戻せなかった。相模女子中はインサイドを効果的に
使った前半同様の攻撃が再び機能し、付け入る隙を与えなかった。最終的に６７－５２で、総合力
で勝った相模女子中が全中出場を賭けた準々決勝に駒を進めた。激しい守備から速攻を仕掛け、
高さにも屈せず果敢にアタックする積極的なバスケットを展開した小山三中に拍手を送りたい。
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 飯田 愛理紗

小山三●

52
(栃木)

 助川 弥音

F
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終了時間：

 山口 希乃夏

12:08

 西野 美累

選手名
 土屋 文乃
 松﨑 玲那

NO.

(神奈川)

相模女子

3 茂垣 美桜
 本橋 葵

選手名

0

コーチ

 

 青木 らするな月
 中山 未悠
 美口 まつり
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 池野 夏帆
 前田 理咲子

 片岡 夏希

 

 伊藤 凜
 テーラー 浪早

 

 宮代 幸乃

 砂川 明莉

 丸本 紗有弥

大会名称：

開催場所：

試合区分：

第４７回関東中学校バスケットボール大会
平成２９年度

甲府市緑が丘体育館　Cコート

女子 ２回戦

 

 
 

  
 

コーチ 田島 稔
 

 阿部 伸行

関東中学校体育連盟

3ポイントシュート 2ポイントシュート

13
FT:

合計合計
スターター


